
(1） 第179号 広 報 あ か い け 昭和52年12月1日 

発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 丑（代表）2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,290人 （増14) 

4,440人 （ 0) 

4,850人 （増14) 

世帯数 2,916世帯（増10) 

男
 
女
 

出生 10人 転入 58人 

死亡 8人 転出 46人 

（昭和52年10月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

) 

52年 

（上野保育所の子どもたち・11月22日） 

寒さが何んだノ“毎日元気にやっていまーす，, 
今年ももうあとひと月、師走となり何かとあわただしい毎日が続きますが、みなさんは 

今年一年間をふり返ってみて、どんな年だったでしょう？ （写真）はひろばで子どもた 

ちか寒さをよそに元気に遊んでいるところですが、健康力可可よりも宝です。これからはま 

すます寒くなりますので、自分にあった体力づくりを行い、元気な毎日を過ごして下さい。 

とくに風邪にはご用心をノ 子どもたちは道路への飛び出しは危険だよ 



(3） 第179号 昭和52年12月l II か い け あ
 

報
 

広
 

第179号 昭和52年12月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

日本顕彰会より受賞 

「交通安全運動活動 

に貢献」 

岩城辰美 氏 

第4旦参些旦ど警豊杢参 

中
学
団
体
の
部
ノ
ー
る
し
 

（《 

【 

‘ 

ノ 
ー
ー
ー
 

！忘タ 

）差ん 

ノ
 

個
人
男
女
の
部
×
 
l
ー
 
日刀 

十
一
月
十
三
日
（
日
）
午
 

前
九
時
よ
り
町
民
会
館
大
 

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
四
 

回
赤
池
町
少
年
剣
道
大
会
 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

午
前
八
時
頃
に
は
三
市
 

三
郡
か
ら
少
年
剣
士
が
続
 

々
と
詰
め
か
け
、
選
手
一
一
 

十
七
チ
ー
ム
応
援
の
父
兄
 

等
を
併
せ
八
百
人
近
い
多
 

数
の
参
加
で
、
大
ホ
ー
ル
 

も
超
満
員
と
な
り
ま
し
た
。
 

（
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
・
 
11 

月
 13 

日） 

佐
藤
徳
久
く
ん
・
芹
川
良
江
さ
ん
 

午
前
九
時
に
勇
壮
な
る
行
准
一
 

の
リ
 

ズ
ム
に
の
っ
て
入
場
行
進
が
行
わ
れ
、
 

こ
の
あ
と
開
会
盲
言
、
国
歌
斉
唱
、
優
 

勝
旗
‘
優
勝
杯
返
還
後
、
赤
池
誠
心
館
 

近
藤
真
紀
く
ん
に
よ
り
全
選
手
を
代
表
 

し
て
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
た
。
 

つ
づ
い
て
日
本
剣
道
形
を
打
太
刀
佐
 

藤
徳
久
、
中
野
雅
浩
、
仕
太
刀
田
中
浩
 

二
、
立
花
靖
士
の
中
学
生
ト
リ
オ
で
白
 

刀
を
以
っ
て
見
事
に
演
じ
、
無
想
神
伝
 

流
居
合
を
佐
藤
幸
久
、
近
藤
真
紀
、
有
 

吉
淳
、
結
城
和
生
、
花
元
忠
夫
の
少
年
 

剣
士
五
人
に
よ
り
演
武
が
な
さ
れ
た
。
 

こ
れ
よ
り
、
い
よ
い
よ
A
B
c

の
三
 

つ
の
コ
ー
ト
に
わ
か
れ
、
剣
道
範
士
佐
 

伯
太
郎
先
生
の
号
令
に
よ
り
一
斉
に
試
 

合
が
開
始
さ
れ
、
個
人
戦
か
ら
団
体
戦
 

と
行
わ
れ
、
個
人
中
学
の
部
（
男
子
）
 

で
は
佐
藤
徳
久
く
ん
、
 

（
女
子
）
で
は
 

芹
川
良
江
さ
ん
が
堂
々
の
優
勝
、
つ
づ
 

く
団
体
戦
で
も
中
学
の
部
で
優
勝
し
、
 

終
日
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

各
チ
ー
ム
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

⑥
団
体
の
部
 

《
小
学
の
部
団
体
》
 

優
勝
 
直
方
少
年
剣
道
部
 

二
位
 
森
安
修
道
館
（
川
崎
）
 

「
征
 
修
猷
塾
（
鞍
手
）
 

町
民
文
化
祭
 

五
百
三
十
五
展
が
出
展
 

ー
書
、
絵
画
、
写
真
、
盆
栽
な
ど
廿
廿
 

秋
深
ま
る
十
一
月
三
日
、
文
化
の
日
 

に
際
し
、
赤
池
町
で
は
十
一
月
二
、
三
、
 

四
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
町
民
会
館
に
 

お
い
て
、
町
文
化
団
体
タ
缶
I
心
に
町
民
 

文
化
祭
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
文
化
行
事
は
、
 

一
日
よ
り
作
品
 

搬
入
が
さ
れ
、
同
夜
音
楽
演
奏
を
中
心
 

に
前
夜
祭
が
行
わ
れ
、
二
日
開
会
式
、
 

展
示
会
、
三
日
茶
会
、
吟
詠
、
和
楽
演
 

奏
会
、
苗
木
、
庭
木
即
売
会
、
四
日
展
 

示
会
と
四
日
間
に
わ
た
り
大
展
示
会
を
 

中
心
に
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
、
ま
た
 

例
年
に
よ
る
バ
ザ
ー
も
料
理
教
室
受
講
 

生
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
も
三
百
四
十
人
の
出
品
者
に
よ
 

り
書
、
絵
画
、
写
真
、
盆
栽
、
生
花
、
 

手
芸
・
編
物
な
ど
、
各
自
慢
の
作
品
五
 

百
三
十
五
展
が
出
展
さ
れ
町
民
会
館
大
 

ホ
ー
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
勢
の
愛
好
者
 

に
よ
り
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

な
お
文
化
祭
に
出
展
さ
れ
た
作
品
は
 

次
の
と
お
り
 

o
盆
栽
展
 
百
十
六
人
 

o
写
真
展
 
二
十
七
人
 

」
位
 
赤
池
誠
心
館
 

〈
中
学
の
部
団
体
〉
 

優
勝
 
赤
池
誠
心
館
 

二
位
 
英
彦
剣
道
ク
ラ
フ
（
添
田
）
 

三
位
 
大
州
道
場
（
田
川
）
 

＠
個
人
の
部
 

《
赤
池
新
入
止
→
一
年
 

優
勝
 
稲
垣
 
登
一
（
一
年
）
 

二
位
 
石
田
 

裕
二
（
一
年
）
鞍
手
 

三
位
 
高
林
 
喜
也
（
一
年
）
 

〈
赤
池
新
入
告
二
年
ー
四
年
 

優
勝
 
中
野
 
亜
子
（
四
年
）
 

二
位
 
平
野
 
真
弓
（
四
年
）
 

」
征
 
藤
村
 
茂
生
（
」
軍
）
 

《
小
学
校
低
学
年
》
 

優
勝
 
原
田
 

昭
二
（
川
崎
）
 

二
位
 

日
暮
 
昭
人
（
飯
塚
）
 

三
位
 
吉
田
 
慶
太
（
上
境
）
 

〈
小
学
校
高
学
年
〉
 

優
勝
 
小
林
真
一
郎
（
平
原
）
 

一一位 

広
田
 
晴
嗣
（
直
方
）
 

三
位
 
山
口
 

幸
稔
（
鞍
手
）
 

」
伍
 
金
子
 
広
志
（
直
方
）
 

〈
中
学
生
女
子
〉
 

優
勝
 
芹
川
 
良
江
（
赤
池
）
 

二
位
 
大
石
は
る
み
（
方
城
）
 

三
位
 
香
月
あ
や
子
（
方
城
）
 

《
中
学
生
男
子
〉
 

優
勝
 
佐
藤
 
徳
久
（
赤
池
）
 

二
位
 
阿
部
 
龍
彦
（
直
方
）
 

三
位
 
中
野
 
雅
浩
（
赤
池
）
 

」
圧
 
橋
本
 

久
（
飯
塚
）
 

※
体
育
指
導
員
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
部
、
 

剣
道
部
父
兄
の
み
な
さ
ん
、
競
技
役
員
 

と
し
て
終
日
お
世
話
い
た
だ
き
あ
り
が
 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

剣
道
部
後
援
会
長
 
立
花
敏
幸
 

＋ー 

＋ー 

＋・ー 

＋

ー
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町

立

病

院

の

電

話

利

用

 

町
立
病
院
の
電
話
番
号
は
 

＠
赤
池
局
 
二
〇
八
三
番
 

＠
赤
池
局
 
二
一
三
七
番
 

午
後
四
時
三
十
分
（
土
曜
日
は
午
 

後
十
二
時
十
五
分
）
以
降
と
休
日
 

は
病
院
の
電
話
が
切
替
え
ら
れ
て
 

＠
二
〇
八
三
番
（
病
棟
用
）
 

＠
二
一
三
七
番
（
外
来
用
）
 

（
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
・
 
11 

月
3
日） 

o
書
道
展
 
百
二
十
六
人
 

o
絵
画
展
 
七
十
人
 

o
生
花
展
 
七
十
二
人
 

福
岡
県
の
推
せ
 

ん
に
よ
っ
て
、
岩
 

城
辰
美
氏
が
十
一
 

月
八
日
（
火
）
、
東
 

京
港
区
三
田
の
笹
 

川
会
館
に
お
い
て
、
 

日
本
顕
彰
会
（
財
団
法
人
）
よ
り
受
賞
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
受
賞
式
に
は
常
陸
宮
殿
下
、
同
 

妃
殿
下
の
ご
臨
席
を
頂
い
て
盛
大
に
式
 

典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
同
氏
 

の
受
賞
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
約
十
七
 

年
間
真
父
通
安
全
運
動
活
動
に
貢
献
し
、
 

特
に
永
年
間
、
国
鉄
伊
田
線
赤
池
駅
踏
 

切
や
県
町
道
の
交
通
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
と
 

こ
ろ
で
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
学
童
を
 

守
っ
て
き
た
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
 

こ
と
で
し
た
。
 

ま
た
同
氏
は
、
以
前
に
真
父
通
安
全
 

功
労
者
等
で
昭
和
四
十
五
年
と
五
十
年
 

の
二
回
、
交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡
県
 

民
運
動
本
部
長
（
福
岡
県
知
事
）
か
ら
 

表
彰
を
受
け
、
そ
の
他
田
川
警
察
署
長
、
 

田
川
交
通
安
全
協
会
長
、
門
司
鉄
道
管
 

理
局
長
な
ど
、
数
々
の
感
謝
状
を
授
与
 

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
同
氏
は
、
学
童
の
親
し
み
も
深
 

く
「
交
通
の
お
じ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
愛
 

称
で
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

入
院
患
者
さ
ん
に
電
話
を
さ
れ
る
 

場
A
ロ 

⑨
赤
池
局
 
二
〇
八
三
番
 

を
ご
利
用
し
て
下
さ
い
。
 

赤
池
町
立
病
院
 

I 

L ~~~~~~~~～ー、“ー、”ー、ー、一、一ー、一ー、 

o
手
芸
・
編
物
展
 
九
十
七
人
 

〇
俳
句
色
紙
短
冊
 
二
十
一
人
 

o
古
木
創
作
品
 
六
人
 

第
一
回
ク
民
謡
発
表
会
4
 

開
催
さ
る
 

筑
豊
原
田
会
赤
池
民
謡
同
好
会
は
、
 

秋
晴
れ
の
十
月
二
十
三
日
（
日
）
、
町
民
 

会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
池
永
町
長
初
 

め
、
来
賓
多
数
の
方
を
お
招
き
し
て
第
 

一
回
民
謡
発
表
会
を
盛
大
に
開
催
し
ま
 

し
た
。
 

会
場
は
筑
豊
原
田
会
各
支
部
（
直
方
 

・
中
間
他
）
の
方
、
約
百
五
十
人
が
出
 

席
し
て
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
 

終
日
、
熱
っ
ぽ
い
ふ
ん
囲
気
に
包
ま
れ
 

ま
し
た
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

（
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
・
 
10 

月
 23 

日〕 

和
名
 
師
走
（
し
わ
す
）
 

年
末
で
僧
が
い
そ
が
し
く
走
り
ま
わ
 

る
の
で
、
師
走
俗
に
極
月
の
字
を
用
い
 

て
“
し
わ
す
4

と
も
い
う
。
 

1
日
（
木
）
 

4
日
（
日
）
 

7
日
（
水
）
 

8
日
（
木
）
 

10 

日
（
土
）
 

11 

日
（
日
）
 

15 

日
（
木
）
 

19 

日
（
月
）
 

22 

日
（
木
）
 

23 

日
（
金
）
 

24 

日
（
土
）
 

25 

日
（
日
）
 

28 

日
（
水
）
 

31 

日
（
土
）
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
 

年
末
年
始
の
防
犯
運
動
 

映
画
の
日
 

人
権
週
間
 

大
雪
 

こ
と
納
め
・
針
供
養
 

世
界
人
権
デ
ー
 

年
末
年
始
交
通
安
全
運
動
 

同
和
教
育
講
演
会
（
町
民
 

ム
石
朋
午
後
一
時
三
十
分
）
 

年
賀
郵
便
特
別
扱
い
始
め
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

行
政
相
談
日
 

（
役
場
旧
第
二
公
民
館
）
 

冬
至
 

皇
太
子
誕
生
日
 

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
 

ク
リ
ス
マ
ス
 

官
庁
ご
用
納
め
 

（
一
月
三
日
ま
で
）
 

大
晦
日
・
大
は
ら
い
 

▽
あ
な
た
が
お
金
を
大
切
に
す
れ
ば
 

お
金
も
あ
な
た
を
大
切
に
す
る
△
 

濡
 
れ
 
ぬ
 
先
 
の
 
傘
 

冬
将
軍
が
容
赦
な
く
猛
威
を
ふ
る
い
 

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
三
カ
月
ほ
ど
 

木
枯
ら
し
の
冷
た
さ
に
耐
え
な
け
れ
ば
 

な
リ
ま
せ
ん
が
、
あ
な
た
の
健
康
状
態
 

は
い
か
が
で
す
か
。
 

寒
さ
の
中
で
は
体
力
の
維
持
に
精
一
 

杯
で
、
も
し
病
気
に
か
か
る
と
病
魔
を
 

ど
ん
ど
ん
追
い
出
す
余
裕
が
体
に
な
く
 

な
リ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
治
癒
も
遅
い
と
 

い
う
わ
け
で
す
か
ら
、
外
出
か
ら
帰
っ
 

た
ら
う
が
い
を
励
行
し
、
肌
を
い
つ
も
 

清
潔
に
し
て
食
べ
過
ぎ
や
飲
み
過
ぎ
に
 

注
意
し
、
ま
ず
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
 

う
心
が
け
る
こ
と
で
す
。
 

睡
眠
と
栄
養
を
た
っ
ぷ
リ
と
る
こ
と
 

が
大
切
な
の
は
い
う
ま
で
も
あ
リ
ま
せ
 

ん
が
、
冬
ご
も
リ
の
つ
も
り
で
あ
ま
り
 

閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
の
も
、
体
タ
集
女
縮
 

さ
せ
て
抵
抗
力
を
弱
く
し
て
し
ま
い
ま
 

す
。
天
気
の
よ
い
日
に
は
昼
休
み
な
ど
 

オ
フ
ィ
ス
の
屋
上
に
上
が
っ
て
思
い
き
 

り
手
足
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
。
 

今
月
は
年
の
暮
れ
、
体
も
心
も
せ
わ
 

し
い
日
が
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
時
 

に
は
の
び
の
び
と
体
と
心
を
の
ば
す
チ
 

ャ
ン
ス
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。
大
つ
一
」
 

も
リ
の
日
ま
で
笑
顔
で
過
ご
す
に
は
、
 

あ
な
た
の
心
身
の
健
康
が
第
一
で
す
。
 



(5） 第179号 し、 け 昭和52年12月1日 第179 り 昭和52年12月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

ゆ
く
年
・
く
る
年
 

み
ん
な
で
防
犯
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常に心の戸締ま りを 

十
二
月
は
歳
末
大
売
出
し
、
ボ
ー
ナ
 

ス
、
忘
年
会
と
経
済
活
動
が
一
段
と
活
 

発
に
な
る
た
め
、
例
年
他
の
月
に
比
べ
 

て
各
種
の
犯
罪
や
事
故
が
多
発
し
て
い
 

ま
す
。
こ
の
た
め
警
察
で
は
、
十
二
月
 

一
日
か
ら
正
月
十
日
ま
で
「
年
末
年
始
 

の
特
別
警
戒
」
活
動
期
間
と
し
て
、
警
 

察
の
全
機
能
を
あ
げ
犯
罪
や
事
故
の
防
 

止
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

一
般
の
方
々
も
犯
罪
や
事
故
防
止
に
 

対
す
る
理
解
と
関
心
窒
局
め
て
い
た
だ
 

き
、
明
る
い
年
末
を
す
ご
し
て
新
し
い
 

年
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

【
ス
リ
・
ひ
っ
た
く
り
に
ご
用
心
】
 

o
盛
り
場
や
混
雑
す
る
場
所
へ
行
く
 

と
き
は
、
必
要
以
上
の
現
金
は
持
ち
歩
 

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

o
女
性
の
夜
間
の
一
人
歩
き
や
混
雑
 

す
る
場
所
で
は
、
 
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
な
ど
 

の
持
ち
物
に
十
分
注
 

意
し
ま
し
ょ
う
。
 

o
銀
行
な
ど
金
融
 

機
関
を
利
用
す
る
際
 

に
は
、
で
き
る
だ
け
 

二
人
で
行
動
す
る
か
、
 

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
 

る
と
か
し
て
、
往
復
 

途
中
で
の
警
戒
を
十
 

、

，

‘

J

 

1
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廿
J
 

、一A 

「
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
 

「I日 家」 早 谷 克 粘 さん 

ー
一
月
十
一
日
（
金
）
、
夜
七
時
か
ら
 

町
民
会
館
に
お
い
て
会
員
八
人
が
作
品
 

六
十
四
点
を
持
ち
よ
リ
合
評
し
た
。
 

優
秀
作
品
は
次
の
と
お
リ
。
 

一
席
コ
ー
人
」
桑
野
博
明
、
二
席
「
 

た
そ
が
れ
」
三
宅
嘉
一
、
三
席
「
夜
光
 

」
加
藤
洋
、
四
席
「
由
布
岳
」
桑
野
博
 

明
、
五
席
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
三
宅
嘉
一
 

な
お
十
一
月
八
日
（
火
）
、
筑
豊
美
術
 

展
の
写
真
部
門
に
お
い
て
赤
池
町
写
真
 

ヘヘェ 

ー 

印
鑑
ば
／
 

「）ラりノ・ 

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
よ
り
多
数
の
入
賞
、
 

入
選
者
が
出
ま
し
た
。
入
賞
・
入
選
者
 

は
次
の
と
お
リ
で
す
。
 

《入 

葛

 

〇
筑
豊
美
術
協
会
賞
（
早
谷
 
克
粘
）
 

o
西
日
本
新
聞
社
賞
（
加
藤
 

洋） 

o
西
日
本
カ
ラ
ー
賞
（
戸
塚
栄
太
郎
）
 

〇
佳
 
作
 

（
案
田
 

伸
一
）
 

《入 

導

 

」
」
毛
嘉
一
、
桑
野
博
明
、
」
肩
勝
一
 

分
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

【
お
で
か
け
は
ひ
と
声
か
け
て
 

カ
ギ
か
け
て
】
 

o
外
出
や
就
寝
時
に
は
カ
ギ
か
け
の
 

点
検
を
行
い
、
確
実
な
戸
締
り
を
し
ま
 

し
ょ
、
つ
。
 

o
家
を
留
守
に
す
る
場
合
は
、
お
隣
 

リ
へ
ひ
と
声
か
け
て
留
守
を
頼
ん
で
お
 

き
ま
し
ょ
、
つ
。
 

【
暴
力
は
見
た
ら
聞
た
ら
一
一
〇
番
】
 

o
自
分
の
飲
酒
量
を
わ
き
ま
え
て
、
 

い
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
る
ス
キ
を
つ
 

く
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

o
暴
力
の
被
害
を
受
け
た
リ
、
見
た
 

リ
聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
警
察
 

へ
一
一
〇
番
し
ま
し
ょ
う
。
 

【
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
・
乗
る
な
ら
 

飲
ま
な
い
・
飲
ま
せ
な
い
】
 

〇
忘
年
会
、
ク
ラ
ス
会
な
ど
で
飲
酒
 

の
機
会
が
多
く
な
リ
、
酒
の
上
で
の
事
 

件
、
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

o
車
を
運
転
す
る
と
き
は
絶
対
に
酒
 

を
飲
ま
な
い
こ
と
、
ま
た
運
転
す
る
人
 

に
酒
を
無
理
じ
い
し
な
い
こ
と
。
 

田
川
警
察
署
 

郵
便
局
だ
よ
り
 

簡
易
保
険
か
ら
…
・
 

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
今
月
を
 

「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
月
」
と
し
て
 

簡
易
保
険
加
入
者
の
み
な
さ
ん
に
お
得
 

な
保
険
料
の
払
込
方
法
の
お
知
ら
せ
や
 

保
険
料
の
払
込
み
が
月
遅
れ
と
な
っ
て
 

い
る
ご
契
約
の
保
険
料
払
込
み
の
お
勧
 

め
な
ど
を
行
っ
て
お
リ
ま
す
。
 

⑥
保
険
料
払
込
み
は
お
得
な
前
納
払
込
 

み
で
 

簡
易
保
険
で
は
、
毎
月
の
保
険
料
を
 

前
も
っ
て
ま
と
め
て
お
払
込
み
い
た
だ
 

き
ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
割
引
を
行
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

（
月
額
保
険
料
一
万
円
の
場
合
）
 

】 

年
 

分
 

六
カ
月
分
以
上
 

三
カ
月
分
以
上
 

払
込
月
数
 

一
〇
、
〇
〇
〇
円
 

（
保
険
料
の
一
力
月
分
〕
 

五
、
〇
〇
〇
円
 

（
保
険
料
の
十
力
月
分
）
 

一
、
〇
〇
〇
円
 

（
保
険
料
の
市
力
n
分） 

割
 

引
 

額
 

＠
月
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
保
険
料
の
払
 

込
み
は
お
早
め
に
 

簡
易
保
険
は
、
保
険
料
の
払
込
み
が
 

な
い
ま
ま
三
カ
月
を
経
過
し
ま
す
と
保
 

険
契
約
の
効
力
が
な
く
な
り
、
万
一
の
 

こ
と
が
あ
っ
て
も
保
障
を
受
け
る
こ
と
 

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

せ
っ
か
く
保
険
に
加
入
さ
れ
た
の
に
 

印
か
ん
証
明
な
ど
の
 

必
要
な
方
は
お
早
目
に
ク
 

年
末
年
始
の
戸
籍
窓
口
業
務
は
次
の
 

と
お
り
で
す
の
で
、
印
か
ん
証
明
、
戸
 

籍
謄
抄
本
な
ど
必
要
な
方
は
お
早
目
に
 

お
す
ま
せ
下
さ
い
。
 

戸
籍
、
住
民
票
の
謄
抄
本
の
請
求
の
 

際
は
、
窓
ロ
に
交
付
申
請
書
を
用
意
し
 

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
用
紙
に
記
載
の
 

上
、
係
ま
で
提
出
し
て
交
付
し
て
い
た
 

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
事
務
上
わ
 

か
ら
な
い
と
き
は
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
 

の
上
、
記
載
し
て
下
さ
い
。
 

又
そ
の
際
、
印
か
ん
が
必
要
で
す
か
 

ら
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
休
日
で
も
死
亡
届
、
婚
姻
届
は
受
付
 

け
ま
す
。
）
 

▽
 12 

月
 28 

日
（
水
）
 

平
常
ど
お
リ
 

▽
 12 

月
 29 

日
（
木
）
 

休
 
業
 

一

 

▽
1
月
3

日
（
火
）
 

休
 
業
 

▽
1
月
4

日
（
水
）
 

平
常
ど
お
リ
 

赤
池
町
住
民
課
 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
 

ー
ー
 
12 

月
 10 

日
ー
ー
月
 10 

日
ま
で
ー
 

年
末
年
始
は
気
分
的
に
あ
わ
た
だ
し
 

い
時
期
で
も
あ
リ
、
交
通
量
の
増
大
に
 

加
え
て
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
な
ど
、
 

交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
十
二
月
十
日
（
土
）
か
ら
一
 

月
十
日
（
火
）
ま
で
の
ー
カ
月
間
、
年
末
 

年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
 

れ
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
と
し
ま
し
て
 

も
年
末
年
始
に
お
け
る
飲
酒
運
転
に
よ
 

る
交
通
事
故
の
発
生
を
極
力
防
止
す
る
 

た
め
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
次
の
一
」
 

と
を
遵
守
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
。
 

運
転
者
に
つ
い
て
は
 

o
酒
席
や
酒
の
出
る
こ
と
が
予
想
さ
 

れ
る
場
所
へ
車
を
運
転
し
て
行
か
な
 

J
 

J
 

み
す
み
す
大
切
な
財
産
を
失
う
こ
と
に
 

な
る
わ
け
で
す
。
 

お
手
持
ち
の
保
険
料
領
収
帳
を
今
一
 

度
お
確
め
の
上
、
も
し
も
月
遅
れ
と
な
 

っ
て
お
り
ま
し
た
な
ら
、
是
非
こ
の
機
 

会
に
遅
れ
を
取
リ
戻
さ
れ
る
よ
う
お
願
 

い
い
た
し
ま
す
。
 

郵
便
局
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
 

早
速
、
局
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
 

年
末
年
始
の
 

ク
郵
便
物
4

取
扱
い
 

、小 

包

は

 
12 

月
 15 

日
 

「
年
賀
状
は
 

12 

月
 20 

日
 

年
末
年
始
に
は
平
常
の
数
倍
に
も
及
 

ぶ
郵
便
物
が
出
ま
わ
り
ま
す
の
で
、
次
 

の
事
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

①
小
包
は
十
二
月
十
五
日
頃
ま
で
に
 

お
出
し
下
さ
い
。
 

②
年
賀
状
も
早
目
に
書
い
て
十
二
月
 

二
十
日
ま
で
に
は
お
出
し
下
さ
い
。
 

③
あ
て
名
は
詳
し
く
正
し
く
は
っ
き
 

り
と
書
い
て
下
さ
い
。
 

④
郵
便
番
号
も
お
忘
れ
な
く
正
し
く
 

は
っ
き
リ
と
 

⑤
犬
は
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で
置
い
 

て
下
さ
い
。
 

⑥
転
入
、
転
出
の
際
は
郵
便
局
へ
転
 

居
届
を
お
出
し
下
さ
い
。
 

赤
池
町
郵
便
局
 

〇
あ
が
り
酒
、
 

す
る
と
き
は
、
 

る。 
家
庭
で
は
 

祝
酒
等
も
車
を
運
転
 

飲
ま
な
い
で
持
ち
帰
 

o
家
族
の
者
が
車
を
運
転
し
て
出
か
 

け
る
と
き
は
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い
 

よ
う
一
声
か
け
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

o
家
族
の
者
が
酒
席
へ
行
く
と
き
は
、
 

車
を
運
転
し
て
行
か
せ
な
い
。
 

〇
祝
い
ご
と
な
ど
で
車
を
運
転
し
て
 

き
た
客
に
は
、
酒
を
す
す
め
ず
持
ち
 

帰
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
 

＠
住
民
の
み
な
さ
ん
 

ク
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
 

飲
ま
な
い
、
飲
ま
せ
な
い
ク
、
の
三
 

な
い
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。
 

タ
コ
あ
げ
は
 

電
線
の
な
い
と
こ
ろ
で
 

タ
コ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
 

お
父
さ
ま
、
お
母
さ
ま
へ
お
願
い
。
 

電
線
の
近
く
で
は
、
タ
コ
を
絶
対
あ
 

げ
な
い
よ
う
に
、
お
子
様
へ
ご
注
意
く
 

だ
さ
い
。
九
州
電
力
で
は
、
五
十
一
年
 

度
に
全
九
州
で
、
電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
 

た
約
五
、
二
〇
〇
個
も
の
タ
コ
を
除
却
 

し
ま
し
た
。
 

電
線
に
か
か
っ
た
タ
コ
は
、
危
険
で
 

す
か
ら
自
分
で
と
ら
ず
に
、
近
く
の
九
 

州
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
タ
コ
を
と
ろ
う
と
し
て
電
柱
に
の
 

ぽ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

●
タ
コ
を
と
ろ
う
と
し
て
、
糸
を
ひ
 

っ
ぱ
っ
た
り
電
線
を
竹
ざ
お
な
ど
 

で
つ
つ
く
の
は
大
変
危
険
で
す
。
 

そ
の
た
め
に
停
電
し
て
近
所
の
み
 

な
さ
ま
に
大
変
迷
惑
を
か
け
る
・
」
 

と
が
あ
り
ま
す
。
 

九
州
電
力
株
式
会
社
 

赤

池

町

史

の

販

売

 

こ
の
た
び
六
カ
年
の
歳
月
を
か
け
て
 

赤
池
町
史
が
完
成
さ
れ
、
十
一
月
下
旬
 

よ
リ
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

予
約
申
込
み
さ
れ
た
方
、
ま
た
今
後
 

購
入
さ
れ
る
方
は
、
代
金
（
一
冊
七
千
 

円
）
で
町
史
を
受
渡
し
て
お
り
ま
す
の
 

で
、
役
場
企
画
室
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。
 

v末
 
W
一 

W末
 
W
系
 
W
末
 
W末
 
W末
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(7） 第179り 昭和52年12月1日 け
 

し、 カ、 あ
 

報
 

広
 

第179号 昭和52年12月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

近
世
の
名
匠
達
 

三
十
六
歳
の
男
盛
り
で
天
折
し
た
芥
 

川
龍
之
介
が
俳
句
の
達
人
で
あ
っ
た
一
」
 

と
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
東
大
在
 

昌
」
市
ー
よ
リ
秀
才
の
誉
高
く
二
十
五
、
」
ハ
 

歳
頃
に
は
そ
の
文
才
は
高
く
評
価
さ
れ
、
 

俳
句
に
お
い
て
も
世
の
瞳
目
す
る
と
こ
 

ろ
で
あ
っ
た
。
 

〇
木
の
枝
の
瓦
に
さ
は
る
暑
さ
か
な
 

龍
之
介
 

電
車
の
中
等
で
人
と
触
れ
合
う
感
じ
 

エンゼルクイズ 

【第16回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1 、まんが「サザェさん」の夫の名は7 

④カツォ ⑧マスォ ⑥フグオ 

2 、ペッパー警部をほん訳すれば何警部7 

④コショー ⑧ショウガ ⑥ハッカ 

3 、漫画などに出てくるタコ。さて鉢巻の巻 

いてあるところは？ 

低）頭 ⑧首 ⑥胴 

4 、今年のプロ野球,セ・リーグの最優秀選 

手は？ 

④若松 ⑧王 ⑥張本 

5 、ユネスコの本部がある都市は？ 

④ニューョーク ⑧パリ ⑥ジュネーブ 

航募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、12月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

）伊り問題lB 問題2 B 問題3 C 

【第15回の解答】 

1 ④ 2 ⑧ 3 ⑧ 4 ④ 5 ⑥ 

【正解者】 

今回の応募総数14通のうち、正解は1通で 

した。よって次の方に記念品を贈ります。 

（敬称略） 

）吉井芙美子（大字赤池） 

趣味の 

盆栽と園芸 

④ 
,
 

作
 

R
" 

山
目
い
 

市
 

村
 

中
 

次
に
整
姿
で
す
が
、
整
姿
に
は
針
金
 

か
け
に
よ
っ
て
す
る
も
の
、
摘
芯
に
よ
 

っ
て
整
姿
す
る
も
の
、
勇
定
に
よ
っ
て
 

整
姿
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
整
 

姿
で
す
が
、
盆
栽
培
養
上
最
も
苦
心
す
 

る
の
は
整
姿
の
仕
方
で
あ
り
ま
す
。
 

い
う
ま
で
も
な
く
盆
栽
は
自
然
の
風
 

景
を
縮
少
再
現
さ
せ
て
観
賞
す
る
も
の
 

で
す
か
ら
自
然
に
近
り
形
を
表
現
し
な
 

く
て
は
な
リ
ま
せ
ん
。
で
き
あ
が
っ
た
 

も
堪
え
ら
れ
な
い
暑
さ
を
感
じ
る
訳
で
、
 

木
の
枝
が
風
も
な
く
焼
け
た
瓦
に
触
れ
 

て
い
る
さ
ま
も
誠
に
暑
い
も
の
で
あ
る
。
 

い
な
一
 

〇
初
秋
の
蛙
つ
か
め
ば
柔
ら
か
き
 

龍
之
介
 

つ
か
ま
え
た
蜂
の
柔
ら
か
い
息
づ
か
 

い
を
正
確
に
と
ら
え
て
い
る
。
 

〇
松
か
げ
に
鶏
は
ら
ば
へ
る
暑
さ
か
な
 

龍
之
介
 

木
蔭
は
何
と
も
い
え
ぬ
涼
し
さ
を
感
 

じ
る
も
の
で
、
近
く
に
水
音
で
も
あ
れ
 

ば
最
高
で
あ
る
。
鶏
の
よ
う
な
も
の
で
 

も
涼
し
い
と
こ
ろ
は
よ
く
知
っ
て
い
て
 

松
の
根
方
で
砂
遊
び
で
も
し
て
い
る
そ
 

の
涼
し
そ
う
な
さ
ま
を
詩
っ
た
も
の
で
 

あ
る
。
 

盆
栽
が
芸
術
品
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
 

全
く
観
賞
価
値
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
 

は
ー
つ
に
そ
の
技
術
に
よ
っ
て
決
め
る
 

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

盆
栽
の
培
養
は
、
た
だ
樹
を
枯
ら
さ
 

ず
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
の
み
で
は
未
だ
 

こ
の
趣
味
と
し
て
は
前
途
は
長
い
の
で
 

す
。
自
分
が
手
に
か
け
た
盆
樹
が
年
と
 

共
に
樹
姿
を
整
え
、
樹
の
風
格
を
次
第
 

に
向
上
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
盆
栽
の
真
 

の
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
 

四
、
＋
四
の
忌
み
枝
に
つ
い
て
 

盆
栽
培
養
上
最
も
注
意
し
て
欲
し
い
 

の
は
、
こ
れ
か
ら
の
べ
る
忌
み
枝
に
つ
 

い
て
で
す
。
忌
み
枝
と
は
盆
栽
づ
く
り
 

の
一
種
の
作
法
と
で
も
い
い
ま
す
か
、
 

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
幹
又
は
枝
を
十
四
 

種
あ
げ
て
こ
れ
を
盆
栽
の
十
四
の
忌
み
 

・

？

 

歳

末

納

税

強

調

月

間

 

12 

月
ー
日
ー
 12 

月
 28 

日
ま
で
 

納
税
者
の
み
な
さ
ん
ノ
今
月
は
納
税
 

強
調
の
月
で
す
。
 

あ
な
た
は
町
税
を
完
納
さ
れ
て
い
ま
 

す
で
し
ょ
う
か
。
未
納
の
あ
る
方
は
、
 

早
目
に
納
税
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

税
金
が
納
ま
ら
な
く
て
は
、
町
政
の
 

円
滑
な
運
営
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

あ
な
た
が
納
め
た
税
金
は
直
ち
に
住
 

民
福
祉
増
進
の
た
め
支
出
さ
れ
、
直
接
 

間
接
に
あ
な
た
の
生
活
向
上
の
た
め
還
 

元
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
期
間
中
、
役
場
税
務
課
職
員
が
 

納
税
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
滞
納
者
 

に
は
個
人
徴
収
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
 

で
、
完
納
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
 

ま
す
。
 

完
納
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
 

止
む
を
得
ず
滞
納
処
分
が
な
さ
れ
ま
す
 

の
で
、
か
か
る
不
幸
な
事
態
が
生
じ
な
 

い
よ
う
に
ご
注
意
下
さ
い
。
 

赤
池
町
税
務
課
 

町
内
理
髪
業
組
合
 

老
人
ホ
ー
ム
を
慰
間
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
十
月
 

二
十
四
日
（
月
）
午
前
十
時
よ
り
町
内
理
 

髪
業
組
合
が
共
同
で
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
 

荘
を
慰
問
し
ま
し
た
。
 

老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
現
在
五
十
三
人
 

の
お
年
よ
り
た
ち
が
入
荘
し
て
お
り
ま
 

す
が
、
町
内
の
理
髪
業
メ
ン
バ
ー
は
延
 

べ
三
十
人
程
の
散
髪
の
奉
仕
を
行
い
ま
 

し
た
。
 

し
か
も
、
そ
れ
を
松
の
木
と
い
う
絵
 

に
な
る
よ
う
に
詩
い
あ
げ
て
い
る
こ
と
 

が
、
只
者
で
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
 

る。 
俳
句
は
反
俗
的
な
も
の
で
、
龍
之
介
 

の
気
質
に
も
っ
と
も
合
っ
て
い
た
か
も
 

知
れ
な
い
。
 

一 

歩
 

」
存
知
で
す
か
？
・
 

児
童
扶
養
手
当
制
度
ク
 

国
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
 

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
 

（
十
八
歳
未
満
の
も
の
）
を
養
育
し
て
 

い
る
母
、
又
は
母
以
外
の
養
育
者
に
対
 

枝
と
い
っ
て
嫌
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
売
買
の
対
象
と
な
っ
た
時
に
 

値
を
た
た
か
れ
ま
す
。
又
、
展
示
会
な
 

ど
に
出
品
し
た
際
に
こ
う
し
た
忌
み
枝
 

の
あ
る
も
の
を
出
品
し
ま
す
と
、
出
品
 

者
の
盆
栽
に
対
す
る
知
識
が
足
リ
な
い
 

こ
と
を
証
明
し
た
よ
う
な
も
の
で
、
是
 

非
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
 

す。 十
四
の
忌
み
枝
と
は
 

心、どまり 

4 

警 

ち 枝 なべづる 立
 

お
年
よ
り
た
ち
の
中
に
は
身
体
の
弱
 

い
方
も
か
な
り
あ
り
、
日
頃
散
髪
に
行
 

く
の
を
苦
に
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
、
 

今
回
の
奉
仕
を
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
し
 

た。 
理
髪
組
合
の
方
々
に
は
、
貴
重
な
休
 

業
日
を
費
や
し
、
協
力
し
て
い
た
だ
き
 

ま
し
た
。
晩
秋
に
善
意
の
火
が
ほ
の
か
 

に
燃
え
る
さ
わ
や
か
な
一
日
で
し
た
。
 

金 金 金 金金 金 金 

あ

り

が

と

う

 

ご

ざ

い

ま

し

た

 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
敬
称
略
 

封
 
長
谷
川
政
秀
 

（
市
場
）
 

封
 
田
中
ツ
ギ
子
 

（
下
西
町
）
 

封
 
堀
川
チ
ェ
子
 

（
常
福
）
 

封
 
柴
村
 

責
 

（
旭
町
）
 

封
 
太
田
 

勝
治
 

（
山
崎
）
 

封
 
長
崎
 
三
夫
 

（
松
本
一
）
 

封
 
山
本
 

親
 

（下
小
路
） 

し
て
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
す
る
よ
う
 

に
な
っ
て
お
リ
ま
す
。
 

①
父
、
母
が
離
婚
し
た
児
童
 

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
 

③
父
が
廃
疫
の
状
態
に
あ
る
児
童
 

④
父
が
生
死
不
明
に
な
っ
て
い
る
児
 

童
 

⑤
父
に
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
 

⑥
父
が
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
 

⑦
父
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
児
童
 

児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
又
は
母
、
 

養
育
者
が
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
 

る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役
場
福
 

祉
同
和
課
福
祉
係
へ
お
間
い
合
わ
せ
下
 

さ
い
。
 

（
電
話
二
〇
〇
四
ー
内
線
④
）
 

レー 

I
蓄
 

極
瓜
 

轟警 
タケノコ枝 車 枝 

くの字 

枝ー声・恭 

」
嘉
コ
 

r
・

』

、

 

線
八
 

漢
 

匠
・
爵
に
 

ー
ー
 
』りメ 

偶数本の寄せ植 片 枝 交 又 枝 かんぬき枝 からみ枝 

〔
寄
附
〕
 

金
一
封
 
赤
池
町
婦
人
会
 

金
一
封
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支
所
お
祭
対
策
協
議
会
 

福ま止センターの行事 

0〔演 芸 日〕 

1 日、4日、8日、11日、15日 

18日、22日、25日、29日 

〇〔福祉バス運行予定日〕 

4 日、n日、18日 ー般 

1日、 8 日、15日 団体 

0 (12月の休館日〕 

5 日、12日、19日、26日 

〇〔年末年始の休館日〕 

12月30日～1月3日まで 

 ノ 

国
民
年
金
だ
 よ
り
 

請
求
な
し
に
受
給
で
き
ま
せ
ん
 

ー
五
年
で
時
効
に
な
り
ま
す
ー
 

国
民
年
金
で
は
、
加
入
さ
れ
た
方
が
 

老
齢
に
な
っ
た
と
き
や
、
病
気
、
け
が
 

の
た
め
障
害
に
な
っ
た
と
き
、
あ
る
い
 

は
ご
主
人
と
死
別
し
て
母
子
家
庭
と
な
 

っ
た
と
き
な
ど
に
、
本
人
や
遺
族
の
生
 

活
の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
、
い
ろ
い
 

ろ
な
年
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
は
ご
本
人
 

か
ら
「
裁
定
の
請
求
」
が
あ
っ
て
初
め
 

て
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
請
求
を
五
年
以
内
に
し
な
い
と
 

時
効
に
よ
っ
て
、
年
金
を
受
け
る
権
利
 

を
永
久
に
失
い
ま
す
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
 

も
ご
注
意
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
に
は
、
次
の
よ
う
に
い
ろ
 

い
ろ
の
給
付
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
れ
 

か
に
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
き
 

は
、
す
ぐ
役
場
住
民
課
年
金
係
へ
お
間
 

い
合
わ
せ
の
う
え
、
な
る
べ
く
早
く
請
 

求
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

o
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
（
六
 

十
五
歳
か
ら
支
給
）
 

o
障
害
年
金
（
障
害
者
に
支
給
）
 

o
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
（
母
子
 

家
庭
に
支
給
）
 

〇
遺
児
年
金
（
孤
児
に
支
給
）
 

〇
寡
婦
年
金
（
寡
婦
に
支
給
）
 

〇
死
亡
一
時
金
（
被
保
険
者
の
死
亡
 

時
、
遺
族
に
支
給
）
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
 

ご
協
力
を
ノ
 

恒
例
の
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
い
 

よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
 

赤
池
町
で
は
、
共
同
募
金
会
、
赤
池
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
各
福
 

祉
団
体
を
中
心
に
歳
末
た
す
け
あ
い
運
 

動
を
実
施
し
ま
す
。
 

ひ
と
り
暮
ら
し
や
、
交
通
事
故
遺
児
 

を
は
じ
め
、
世
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
恵
 

ま
れ
な
い
人
々
が
数
多
く
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
さ
さ
や
か
な
善
意
で
も
 

っ
て
、
暖
か
く
支
え
あ
い
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
善
意
の
受
付
は
最
寄
り
の
民
生
 

委
員
、
役
場
福
祉
同
和
課
、
福
祉
セ
ン
 

タ
ー
社
協
事
務
局
あ
て
お
願
い
し
ま
す
。
 

年
末
の
節
水
に
ご
協
力
を
ノ
 

ク
お
正
月
の
準
備
は
お
早
目
に
4
 

一
年
の
う
ち
で
最
も
水
の
使
用
が
多
 

い
の
は
十
二
月
二
十
九
日
・
三
十
日
・
 

大
み
そ
か
で
す
。
 

こ
の
日
は
新
年
を
迎
え
る
準
備
の
料
 

理
作
り
、
掃
除
、
洗
濯
、
洗
車
な
ど
各
 

家
庭
で
一
斉
に
水
を
使
用
す
る
か
ら
で
 

す
。
浄
水
場
の
送
水
ポ
ン
プ
を
フ
ル
運
 

転
し
て
も
使
用
量
に
追
い
つ
か
ず
、
断
 

水
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
特
に
 

年
末
の
お
正
月
の
準
備
は
計
画
的
に
、
 

能
率
的
に
す
ま
せ
て
、
で
き
る
だ
け
節
 

水
に
ご
協
力
下
さ
い
。
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し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

福
岡
県
最
低
賃
金
の
改
正
 

福
岡
県
（
地
域
別
）
最
低
賃
金
が
改
 

正
さ
れ
ま
し
た
。
福
岡
県
内
の
事
業
場
 

で
は
、
五
十
二
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
、
 

こ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
 

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
 

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
は
含
ま
れ
ま
せ
 

ん
の
で
ご
承
知
下
さ
い
。
 

な
お
、
産
業
別
最
低
賃
金
（
全
十
業
 

種
）
も
改
正
す
る
た
め
審
議
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

▽
最
低
賃
金
額
 

一
日
ニ
千
ニ
百
三
＋
 

六
円
（
一
時
間
ニ
百
八
＋
円
）
 

▽
五
十
二
年
十
月
二
十
四
日
（
月
）
か
ら
 

※
 
詳
し
い
こ
と
は
、
田
川
労
働
基
準
 

監
督
署
ま
で
 

電
話
〇
九
四
七
四
ー
②
ー
〇
三
八
〇
 

工
業
高
等
専
門
学
校
 

入
学
生
の
募
集
 

国
立
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
で
 

は
五
十
三
年
四
月
か
ら
の
入
学
生
を
次
 

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
科
別
及
び
人
員
 

機
械
工
学
科
 
八
十
人
 

電
気
工
学
科
 
四
十
人
 

化
学
工
学
科
 
四
十
人
 

▽
出
願
資
格
 

囲
中
学
校
タ
塁
ー
し
た
人
 

同
中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
 

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
 

▽
受
付
期
間
 

五
十
三
年
二
月
一
日
（
水
）
か
ら
二
月
 

十
日
（
金
）
ま
で
 

▽
申
込
先
・
問
合
わ
せ
 

国
立
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
 

電
話
〇
九
三
ー
九
六
ニ
ー
五
八
三
一
 

看
護
専
門
学
校
 

入
学
生
の
募
集
 

福
岡
県
立
看
護
専
門
学
校
で
は
五
十
 

三
年
四
月
か
ら
の
入
学
生
を
次
の
と
お
 

リ
募
集
し
ま
す
。
 

▽
科
別
及
び
人
員
 

保
健
婦
助
産
婦
科
 
五
十
人
 

看
護
婦
科
 
五
十
人
 

▽
受
験
資
格
 

囲
文
部
大
臣
又
は
厚
生
大
臣
の
指
定
 

し
た
看
護
婦
学
校
養
成
所
の
修
業
者
 

又
は
卒
業
者
又
は
五
十
三
年
三
月
卒
 

業
見
込
み
の
人
 

同
准
看
護
婦
の
免
許
取
得
後
三
年
以
 

上
業
務
に
従
事
し
て
い
る
人
 

同
高
等
学
校
卒
業
又
は
五
十
三
年
三
 

月
卒
業
者
で
准
看
護
婦
の
免
許
を
有
 

し
又
は
免
許
取
得
見
込
み
の
人
 

▽
と
き
 

五
十
三
年
二
月
十
六
日
（
木
）
保
健
・
 

助
産
婦
科
 

五
十
三
年
二
月
十
七
日
（
金
）
看
護
婦
 

科
 

▽
と
こ
ろ
 
福
岡
県
立
看
護
専
門
学
校
 

▽
願
書
受
付
 

五
十
三
年
一
月
五
日
（
木
）
ー
三
十
一
 

日
（
火
）
ま
で
 

▽
申
込
先
・
問
合
わ
せ
 

福
岡
県
立
看
護
専
門
学
校
 

電
話
〇
九
二
九
ニ
ー
③
ー
二
〇
三
六
 

身
体
障
害
者
職
業
 

訓
練
生
の
募
集
 

福
岡
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
で
は
、
 

五
十
三
年
四
月
か
ら
の
入
校
生
を
次
の
 

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
及
び
定
員
 

洋
服
科
二
＋
人
 
洋
裁
科
二
十
五
人
 

軽
印
刷
科
三
十
人
 
義
肢
装
具
科
十
 

人
 
印
章
彫
刻
科
十
五
人
 

一
般
事
 

務
科
二
十
人
 
理
容
科
三
十
人
 

▽
応
募
資
格
 

囲
義
務
教
育
修
了
（
五
＋
三
年
三
月
 

修
了
見
込
を
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
と
 

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
身
体
障
 

害
者
で
技
能
を
習
得
の
う
え
就
職
を
 

希
望
す
る
人
 

同
伝
染
病
疾
患
が
な
く
、
医
療
管
理
 

ま
た
は
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
団
体
 

生
活
に
支
障
が
な
い
人
 

▽
募
集
期
間
 

五
十
三
年
ニ
月
十
日
（
月
）
ま
で
 

▽
申
込
先
・
間
合
わ
せ
 

福
岡
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
 

電
話
〇
九
三
ー
九
二
一
ー
ニ
六
〇
〇
 

養
成
訓
練
生
の
募
集
 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
で
 

は
五
十
三
年
四
月
か
ら
の
入
校
生
を
次
 

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
及
び
定
員
（
男
女
共
）
 

機
械
第
一
科
 
十
人
 

機
械
第
二
科
 
二
十
人
 

溶
接
科
 
二
十
人
 

▽
応
募
資
格
 

囲
五
十
三
年
三
月
中
学
校
、
高
等
学
 

校
卒
業
見
込
み
の
人
 

同
そ
の
他
一
般
求
職
者
で
二
十
五
歳
 

以
下
の
人
 

▽
募
集
期
間
 

五
十
三
年
二
月
十
日
（
金
）
ま
で
 

▽
申
込
先
・
間
合
わ
せ
 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
又
は
直
 

方
専
修
職
業
訓
練
校
 

電
話
〇
九
四
九
ニ
ー
②
ー
一
七
四
九
 

新
有
権
者
感
想
文
募
集
 

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
五
十
 

二
年
度
新
有
権
者
感
想
文
を
次
の
と
お
 

り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
応
募
内
容
 

「
成
人
の
日
」
を
迎
え
又
は
迎
え
る
 

者
が
新
有
権
者
と
し
て
社
会
人
と
し
て
、
 

選
挙
を
経
験
す
る
な
ど
に
よ
り
地
方
自
 

治
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
自
分
 

自
身
で
経
験
し
、
も
し
く
は
考
え
た
り
、
 

感
じ
た
り
し
た
こ
と
。
 

標
題
は
、
そ
の
内
容
に
そ
れ
ぞ
れ
ふ
 

さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
。
 

▽
字
数
 

千
六
百
字
以
内
（
四
百
字
詰
原
稿
用
 

紙
四
枚
以
内
）
 

▽
応
募
資
格
 

三
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
三
十
三
年
 

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
 

た
人
 

▽
受
付
・
締
切
期
日
 

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
 

▽
賞
 

最
優
秀
 

一
篇
 

五
万
円
 

入
 
賞
 
五
篇
 
各
三
万
円
 

佳
 
作
 
若
干
 
各
一
万
円
 

▽
提
出
先
・
間
合
わ
せ
 

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会
 

電
話
〇
九
ニ
ー
七
八
一
ー
一
一
一
一
 I 

 j 

霧）"（水） 

（編拷（水） 

役
場
の
業
務
は
二
十
八
日
で
ご
用
納
 

め
と
な
り
ま
す
。
必
要
な
手
続
き
は
早
 

目
に
す
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

ご
用
始
め
は
一
月
四
日
か
ら
で
す
。
 

な
お
緊
急
な
事
態
や
、
火
葬
認
可
証
、
一
 

出
生
届
等
の
場
合
は
日
直
者
が
い
ま
す
一
 

の
で
申
し
出
て
下
さ
い
。
 


